
市　報　に い が た （2）平成13年１月21日第　　　号1769

保健所の電話番号は�228-1000（代表）です

Ｑ

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
介
護
保
険

か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
？

Ａ

申
請
し
て
要
介
護
認
定
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
回
か
ら
４
回
に
わ
た
り
、

申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
ま
で
の
仕
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。今

回
は
要
介
護
認
定
の
申
請

に
つ
い
て
で
す
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
人
は
、

最
寄
り
の
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
に
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
を
受
け
た
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
の
介
護
支
援
専
門
員

（
調
査
員
）
が
訪
問
調
査
を
行

い
ま
す
。
申
請
す
る
た
め
の
費

用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

連
絡
先
は
、
被
保
険
者
証
に

同
封
し
た
「
わ
た
し
た
ち
の
介

護
保
険
」
に
記
載
し
て
あ
り
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
施
設
に
入
所
（
院
）

し
て
い
る
人
は
、
入
所
し
て
い

る
施
設
で
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

な
お
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
人
（
第
２
号
被
保
険
者
）
は
、

老
化
に
伴
う
病
気
が
原
因
で
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
限

り
、
要
介
護
認
定
の
申
請
が
で

き
ま
す
。

�
訪
問
調
査

介
護
支
援
専
門
員
が
申
請
書

を
持
っ
て
、
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
ま
す
。

調
査
は
、
身
体
の
機
能
や
痴

ほ
う
の
状
態
に
関
す
る
73
項
目

と
医
療
に
関
す
る
12
項
目
の
合

わ
せ
て
85
項
目
に
つ
い
て
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
調
査
項
目
以

外
で
あ
っ
て
も
必
要
な
も
の
が

音
楽
文
化
会
館
で
は
、
３
月

17
日
に
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
行
い
ま
す
。
同
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
妊
娠
中
の
人
に
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
音
楽
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
開
催
す

る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
「
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
カ
ロ
セ
ッ
ロ
」
に
よ
る
ハ

ー
プ
、
フ
ル
ー
ト
、
ピ
ア
ノ
の

演
奏
で
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
フ

ル
ー
ト
と
ハ
ー
プ
の
た
め
の
協

奏
曲
」
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ

な
ど
を
披
露
し
て
も
ら
い
ま
す
。

出
演
者
に
よ
る
楽
し
い
ト
ー

ク
を
交
え
た
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
、
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
生
の
演
奏
に
触
れ

て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

３
月
17
日
午
後
２
時
開

演会
場

音
楽
文
化
会
館

チ
ケ
ッ
ト

一
般
１
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
１
０
０
０
円
、
ペ

ア
チ
ケ
ッ
ト
２
０
０
０
円
　

※
会
場
、
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
、
市

内
の
主
な
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発

売
中
（
全
席
自
由
）

問
い
合
わ
せ

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ

チ
ケ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�

２
２
４
・
５
５
２
１
）
へ

市
で
は
、
４
月
新
入
学
の
子

ど
も
を
持
つ
保
護
者
の
皆
さ
ん

へ
、
あ
す
22
日
に
入
学
通
知
書

を
発
送
し
ま
す
。
通
知
書
が
届

い
た
ら
、
指
定
の
学
校
へ
持
参

あ
れ
ば
併
せ
て
調
査
し
ま
す
。

介
護
支
援
専
門
員
は
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
専

門
的
な
知
識
・
技
術
を
有
す
る

人
で
、
一
定
の
実
務
経
験
が
あ

り
、
県
の
試
験
に
合
格
し
た
後

に
実
務
を
終
了
し
た
人
で
す
。

�
か
か
り
つ
け
医
の
意
見
書

病
気
や
け
が
に
よ
る
障
害
の

程
度
や
痴
ほ
う
の
状
態
な
ど
に

す
る
か
郵
送
し
て
、
必
要
な
手

続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

入
学
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と

は
入
学
す
る
学
校
か
ら
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

つ
い
て
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら

医
学
的
な
所
見
を
書
い
て
も
ら

い
ま
す
の
で
、
介
護
支
援
専
門

員
が
訪
問
し
た
と
き
に
、
か
か

り
つ
け
医
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。
意
見
書
の
費
用
は
市
が

負
担
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課

（
�
内
線
２
７
７
３
）
へ

�
対
象

①
小
学
生
…
平
成
６

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど

も
②
中
学
生
…
今
年
３
月
に
小

学
校
を
卒
業
す
る
子
ど
も

�
外
国
籍
の
子
ど
も

外
国
籍
の
子
ど
も
の
保
護
者

で
、
市
立
小
・
中
学
校
へ
の
入

学
を
希
望
し
て
い
る
に
も
か
か

市
内
各
所
で
、
松
を
枯
ら
す

松
く
い
虫
被
害
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

そ
の
原
因
と
な
る
の
は
、
マ

ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う

体
長
１
�
に
も
満
た
な
い
小
さ

な
線
虫
で
、
初
夏
に
こ
の
線
虫

を
健
全
な
松
に
次
か
ら
次
に
運

ん
で
被
害
を
ま
ん
延
さ
せ
る
の

わ
ら
ず
、
今
回
通
知
書
が
届
か

な
い
人
は
、
学
校
指
導
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

学
校
指
導
課

（
市
役
所
第
２
分
館
３
階
�
内

線
３
２
４
７
）
へ
　
※
入
学
通

知
書
が
１
月
31
日
ま
で
に
届
か

な
い
場
合
は
、
同
課
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い

が
、
体
長
約
３
�
の
マ
ツ
ノ
マ

ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
で
す
。
松
く
い

虫
と
は
、
こ
の
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ

カ
ミ
キ
リ
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

市
で
は
、
保
安
林
や
公
園
な

ど
で
薬
剤
散
布
や
伐
倒
駆
除
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
の
民
有
地
に
つ
い
て

は
、
土
地
の
所
有
者
に
処
理
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

被
害
を
予
防
す
る
に
は
、
薬

剤
の
樹
幹
注
入
（
冬
期
）
、
薬

剤
防
除
（
６
月
中
旬
か
ら
７
月

下
旬
）
が
効
果
的
で
す
。
ま
た
、

被
害
木
は
、
６
月
初
旬
ま
で
に

駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

農
林
課
（
�
内

線
２
５
５
９
）
へ

地
球
温
暖
化
や
酸
性
雨
な
ど

は
現
在
、
地
球
的
規
模
の
環
境

問
題
と
し
て
人
類
共
通
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
ご
み
６
分
別
収
集

に
よ
る
ご
み
の
減
量
化
と
再
資

源
化
、
資
源
の
再
利
用
を
図
る

施
設
と
し
て
エ
コ
ー
プ
ラ
ザ
や

新
田
清
掃
セ
ン
タ
ー
破
砕
処
理

施
設
を
稼
動
、
市
地
球
温
暖
化

対
策
率
先
実
行
計
画
の
実
施

―
―
な
ど
幅
広
い
分
野
で
環
境

保
全
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

本
紙
で
は
、
市
が
推
進
し
て

い
る
施
策
の
う
ち
、
ご
み
の
減

量
化
と
再
資
源
化
を
促
進
す
る

た
め
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
、
古
紙
の
回
収
と
リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
に

つ
い
て
も
触
れ
て
い
き
ま
す
。

婦
人
会
な
ど
を
対
象
と
し
た
集

団
資
源
回
収
の
推
進
と
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
回
収
品

目
は
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ

ー
ル
な
ど
の
紙
類
の
ほ
か
、
牛

乳
パ
ッ
ク
な
ど
８
種
類
。
市
民

の
皆
さ
ん
が
身
近
な
と
こ
ろ
で

リ
サ
イ
ク
ル
に
参
加
で
き
る
の

が
、
こ
の
集
団
資
源
回
収
で
す
。

登
録
団
体
は
平
成
12
年
12
月

末
現
在
で
５
６
５
団
体
。
平
成

11
年
度
に
は
５
８
３
７
�
＝
表

２
＝
が
回
収
さ
れ
、
そ
の
う
ち

紙
類
は
97
％
で
し
た
。
今
後
も

登
録
団
体
数
と
回
収
量
の
拡
大

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

集
団
資
源
回
収
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に

よ
り
12
月
ま
で
に
約
25
�
が

回
収
さ
れ
ま
し
た
。

回
収
場
所

エ
コ
ー
プ
ラ
ザ

（
下
木
戸
３
）

対
象
紙
類

新
聞
紙
、
雑
誌

（
チ
ラ
シ
含
む
）、
段
ボ
ー
ル

※
家
庭
か
ら
の
も
の
に
限
り

ま
す
。
持
ち
込
む
と
き
は
対

象
紙
類
ご
と
に
十
文
字
に
縛

っ
て
く
だ
さ
い

な
お
、
エ
コ
ー
プ
ラ
ザ
の

ほ
か
に
も
新
た
な
回
収
場
所

設
置
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

�
リ
サ
イ
ク
ル
品
展
示
提
供

の
家
電
品
の
品
目
を
変
更

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
エ
コ
ー
プ
ラ
ザ
で
実

施
し
て
い
る
「
リ
サ
イ
ク
ル

品
展
示
提
供
」
で
取
り
扱
っ

て
き
た
電
気
製
品
の
う
ち

「
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯

機
」
の
回
収
受
付
を
１
月
27

日
で
、
持
ち
込
み
を
同
31
日

で
終
了
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

エ
コ
ー
プ
ラ

ザ
（
下
木
戸
３
、
�
２
７

０
・
３
０
０
９
）
へ

介
護
サ
ー
ビ
ス
を受け

る
に
は

“マタニティ�
　　　・コンサート”�

特定疾患医療受給者更新手続きを忘れずに
特定疾患医療受給者証をお持ちの人

に、更新についての申請書などを送付し
ました。平成13年度も引き続き必要な
人は、忘れずに手続きしてください。
なお、黒埼地区の人は、申請場所が市

の保健所に変わりましたので、お間違え
のないようお願いします。
申請期限 ２月28日　※郵送の場合は２
月21日（必着）
申請場所 保健所健康増進課（市役所第
２分館１階�内線3661）へ

１歳誕生歯科健康診査
対象 平成12年２月生まれ（入舟地区は
１・３月生まれも含む、北・西地区は３
月、曽野木地区は４月実施、黒埼地区は
４月から実施）
持ち物 母子健康手帳、問診表、フッ素
塗布希望者は料金1,020円
問い合わせ 保健所保健予防課（�内線
3647）へ　※案内と問診票は対象者に郵送

安 産 教 室
内容 安産体操、分べんの経過、ほか
申し込み 保健所保健予防課（�内線36
43）へ　
月　日

２・７

２・13

２・15

会　　　　　場 受 付 時 間

東地域保健福祉センター

石山地域保健福祉センター

中央地域保健福祉センター

午前９時15分
～同30分

午後１時15分
～同30分

対　　象

６・７月
出産予定の妊婦
（各会場３回１コ
ース）

※黒埼地区保健センターで実施する「マ
マパパ学級」は、来年度からは「安産教
室」として実施する予定です

栄 養 食 事 相 談
内容　肥満、糖尿病、介護などの食事、
みそ汁の塩分、体脂肪量について、ほか
申し込み　保健所健康増進課（�内線36
69）へ　※予約制
月　日

２・１

２・13

２・15

２・27

会　　　場

南地域保健福祉センター

中央地域保健福祉センター

東地域保健福祉センター

坂井輪地域保健福祉センター

時　　間

午前９時半

～午後３時

はじめての離乳食
対象 生後４カ月児以上の保護者
内容 離乳食のすすめ方、試食と話し合い
申し込み 電話で各会場へ
月　日 会　場 時　間

２・６ 北地域保健福祉センター

午後１時半
～３時半

※受付時間
午後１時15分

２・14 石山地域保健福祉センター
２・15 黒埼地区保健センター
２・22 中央地域保健福祉センター
２・23 西地域保健福祉センター
２・27 南地域保健福祉センター

フ ッ 素 塗 布
受付時間 午前９時半～10時半
対象 ４歳未満児
持ち物 母子健康手帳、料金1,020円
申し込み　電話で各会場へ、曽野木分室
は保健所保健予防課（�内線3647）へ

月　日 会　　　場 定員（先着）

２／２ 南地域保健福祉センター 150人

２／８・22 東地域保健福祉センター 各日50人

２／13 曽野木分室 50人

２／14 坂井輪地域保健福祉センター 70人

２／15 中地域保健福祉センター 100人

２／16・21 中央地域保健福祉センター 各日70人

２／21 石山地域保健福祉センター 150人

母子健康手帳の交付
受付時間 午後１時～２時
持ち物 妊娠届出書、印鑑
月　 日 会　　　　　場 内　容

２／２

２／８・22

２／14

２／15

２／19

２／21

２／27

２／28

南地域保健福祉センター

東地域保健福祉センター

坂井輪地域保健福祉センター

中地域保健福祉センター

黒埼地区保健センター

中央地域保健福祉センター

石山地域保健福祉センター

北地域保健福祉センター

西地域保健福祉センター

妊 婦 相 談 、

各種制度の

説明、歯科

健診、保健

指導

遺 　 伝 　 相 　 談
日時 ２月９・23日午後２時半から
会場 中央地域保健福祉センタ－
申し込み 保健所保健予防課（�内線36
43）へ　※予約制

献血バス「ゆうあい号」

問い合わせ 献血会場フリーダイヤル（�0120-788224）へ

１・21

１・23

１・27

１・29

１・31

２・２

月　日

デッキイ401

新潟松下システム�

マクドナルド万代シテイ店前

日本通運�新潟支店

新潟通信機�

�ナカムラ

新潟国道工事事務所

県立がんセンター新潟病院

午前10時～正午

午後１時～４時

午前９時～11時半

午前10時半～11時半

午後０時半～４時

午前９時～10時

午後１時半～４時

午前８時半～10時

午後２時～４時

午後２時～４時

午前10時～午後５時半

会　　　　　　場 時　　　間

献血ルーム（全血・成分献血）
東堀（東堀パーク600、２階）
ばんだい（万代シネモールビル２階）

（出来島）

（神道寺）

（万代１）

（上大川前通５）
（上所中３）
（米山４）
（南笹口２）
（川岸町２）

理容・美容関係者の皆さんへ
理・美容師法の改正に伴い、実地習練制
度が廃止されました。旧制度（平成９年度
入学まで）の理・美容師養成施設を卒業し
た人は、平成14年３月31日までに、所定
の実地習練を修了していないと、理・美容
師試験を受けることができなくなります。
問い合わせ 保健所環境衛生課（�内線
3634）へ

新聞紙 3,352

雑誌 1,625

段ボール 699

その他 161

合計 5,837

総焼却量 206,639

紙　　類 111,998

紙類の割合 54％

表１　平成11年度の市内
の焼却ごみの総量と紙類
の量

表２　平成11年度の集団
資源回収の量と内訳

後
日
、
本
紙
で
詳
し
く
紹
介
す

る
予
定
で
す
。

�
地
区
別
ご
み
懇
談
会
を
開
催

市
で
は
集
団
資
源
回
収
の
推

進
と
拡
大
、
ご
み
６
分
別
収
集

へ
の
意
見
や
要
望
を
聞
く
た
め
、

市
内
を
約
40
の
地
区
に
分
け
、

自
治
・
町
内
会
長
を
対
象
に
、

あ
す
22
日
か
ら
順
次
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

清
掃
課
（
�
内

線
２
７
６
５
）
へ

古
紙
の
拠
点
回
収

居
住
し
て
い
る
自
治
・
町
内

会
や
地
域
で
集
団
資
源
回
収
が

実
施
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
古

紙
を
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し

て
い
る
人
に
も
古
紙
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
、

昨
年
８
月
か
ら
エ
コ
ー
プ
ラ
ザ

で
古
紙
の
拠
点
回
収
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

※
同
法
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
２

月
中
に
全
戸
配
布
し
ま
す

◇

◇

◇

現
在
、
市
の
焼
却
施
設
で
処

理
さ
れ
て
い
る
ご
み
の
う
ち
、

紙
類
は
半
分
以
上
＝
表
１
＝
を

占
め
て
い
ま
す
。
紙
は
ご
み
と

し
て
燃
や
せ
ば
た
だ
の
灰
と
な

り
、
そ
の
焼
却
灰
は
埋
立
処
分

地
へ
運
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
燃

や
す
こ
と
で
二
酸
化
炭
素
が
排

出
さ
れ
、
地
球
温
暖
化
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

紙
は
、
日
常
生
活
で
最
も
多

く
消
費
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と

同
時
に
、
最
も
リ
サ
イ
ク
ル
し

や
す
い
資
源
の
ひ
と
つ
で
す
。

そ
の
た
め
市
で
は
、
古
紙
の
有

効
利
用
を
図
る
た
め
、
集
団
資

源
回
収
と
拠
点
回
収
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

集
団
資
源
回
収

市
で
は
、
自
治
・
町
内
会
や

（単位：ｔ）

（単位：ｔ）


